
 
  

 

   2024年 1月 15日配信号 
   
 

元旦に発生いたしました能登半島地震で被災された方々に、 

心よりお見舞いを申し上げるとともに、１日も早い復旧を祈念 

いたしております。 
  

1月 15日は小正月。 

1月 1日を「大正月」、1月 15日を「小正月」

と呼び、大正月が新年の神様である年神様

を迎える行事なのに対し、小正月は農業や

家庭にまつわる素朴な行事が多いのが特徴

だそう。「女正月」とも呼ぶそうです。様々な

風習がありますが、代表的なのは「餅花を飾

って豊作祈願」「小豆粥を食べて無業息災」

「左義長（どんど焼き）で正月飾りを燃やし、

年神様を天上に送る」のだそうです。 
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【ご紹介】 

会員の方の 2024年抱負 
  

  

今回は、会員の方からお寄せいただいた、今年の抱負についてご紹介してまいりま

す。 
  

  

 

 

一人目は若い世代 30代の I様から。 
  



  

 

  

今年は美文字を取り戻す！ 

  

 小学二年生の時から高校三年生まで 

書道教室に通っていたのに、携帯、パソコ

ン、スマホが主流になってしまうと手で文字

を書く機会が失われて、ちっとも書かず、ど

んどん下手っぴに…！自分でも下手になっ

たなと思っているのに、年賀状を書くたびに

昔の方が上手かったな、なんて母につぶや

かれてしまう始末！なんだか悔しいので、

今年は市販のボールペン字練習帳を駆使

して美文字を絶対に取り戻したいと思いま

す！ 
   

  

 

 

二人目は、80代男性 M様から。 
  

  

 

 

おめでとうございます。 

会員の皆さん、今年もよい年でありますように、、、 

  

 私は 85才になりました。4年前大腸のストーマを造設しましたが、元気で過ごしてい

ます。 

  

 リタイア後、畑 2反野菜作りに養蜂、頭の活性化の為に発明特許にも取り組んでいま

す。野菜栽培の農作業で一輪台車はよく使用しますが、幾つかの難点があり、解決の

ために一輪車支持べルトを開発しました。数年前にＮＨＫや新聞、 

月刊誌に取り上げられ、自身大変驚きました。 

  

 一年の計は元旦に有り、そこで私も含めてパウチ装着する者に役立つ物を考案しよ

うと、思いたちました。まだ何をと具体的な考えはありませんが、三ヶ月を 

目途に取り掛かろうと思います。 
  

  

 

 

三人目は同じく 80代男性 Y様より。 
  

  

 

 

昨年１１月に両目の白内障手術を行いました。 

まだ回復途中ですが、この暗い世の中でも、少し物の見方が明るくなったように感じて



います。（笑） 

  

 ウロストミーになって１５年目、突発尿漏れ等の心配で、必要以外の宿泊は極力控え

ていましたが、昨年は春に四国と関西の美術館巡り（２泊３日）と夏に 

立山～黒部（２泊３日）アルペンルートの旅に出かけ、久しぶりに身と心が大いに解放さ

れました。 

  

 今年は１月中旬に１８年ぶりに３泊４日で海外（台湾）ツアーに参加します。 

一方、ウロストミー手術後に趣味で始めた水彩画も、昨年末には１３７枚目となり、今で

は絵を描くことが生活の励みとなっています。 

これまでに上野の森美術館の公募展に２回出展しいずれも入選しましたが、今年は入

選以上を狙うか、よりハードルの高い公募展へ挑戦できればと思っています。 

  

 こちらはまだ構想段階で少し時間がかかるかとも思いますが、２０２１年に「これで安

心！ウロストミー生活ガイド」（４０ページ）を作成しており、 

当初ホームページを開催しての掲載を考えていましたが、電子情報の場合には 

閲覧できる人が限られる事に気付き断念しました。 

  

今年はこの内容に新しい情報を加えて再編集し、クラウドファンディング方式で賛同者

と資金を募り、出版物として世に紹介出来ればと思っています。 

  
  

【Y様が描かれた水彩画 一例】 
  

  

  

  

 

 

  

【ご案内】 



災害対策 

  
  

  

今年は元旦の夕方に、いきなりの大地震発生。家族や親族が集まっての団らんの場が

一瞬にして崩壊してしまいました。また、間を置かず、津波の発生。実際に被災された

方々の恐怖や不安はいかほどだったかと思います。 

また、想起されたのは、13年前の東日本大震災。 

自然豊かな日本ではありますが、一方で災害が多いのも事実。 

今回は改めて、災害対策について、掲載させていただきます。 
   
 

  

災害時における装具 

  

  

以下の厚労省からの指針のように、 

本来は、自治体等により、装具の備蓄、確保、提供がなされるべきですが、 

  
  



 

  

  

実際には、備蓄や確保、供給などスムーズに行えていない場合も。 

そこで、メーカー7社で構成する、「ストーマ用品セーフティネット連絡会」では、

災害時から 1 ヶ月の間、装具の無償提供を行っております。 

※家屋の倒壊等により、装具の持ち出しや入手が困難な方が対象です。 

  
   
 



 

  

  

日頃の備え 

  
  

  

今回の能登半島地震でも、いまだ甚大な被害のあった地域へは、交通規制が数多くな

されており、モノを運ぶことが困難な状況です。 

  

装具に関しても、お届けしたくてもお届けできない状況にあります。 

ですので、皆様におかれましては、常日頃より、ご自身でも装具の備蓄をぜひお

願いいたします。 
  

  

 

 

 

  

  

 

 



  

また、ぜひお住まいの自治体へも、装具の備蓄等をはじめ、災害時にどのよう

なことがなされるのか、確認しておきましょう。 

  
  

  

避難所では 

  
  

  

避難所に避難されて、手持ち装具の在庫に不安がある場合、 

避難所の係員や医療従事者などに装具が必要の旨、訴えてください。 

自分から声を上げていただくことが重要です。 
  

  

 

 

  

災害時にあると意外に助かるもの 

  
  

 

  



【編集後記】 

今回も最後まで「まごころ通信」を読んでいただき、誠にありがとうございます。 

今年は元旦に大地震、2日に羽田空港での大事故と波乱の年明けとなりました。

どうかこれ以上の惨事が発生しませんよう、そして皆様が健康に、安全にお過ご

しになられますよう、祈念しております。 

  

まごころは、オストメイトである会員様同士のストーマライフにおける、コツ・工夫、

意見交換の場でありたいと思っています。 

ぜひ、他の会員様に聞いてみたいこと、お伝えしたいこと、ご意見、ご感想をお寄

せください。楽しみにお待ちしております。 
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